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は
じ
め
に

こ
こ
に
紹
介
す
る
都
城
島
津
邸
所
蔵
「
琉

り
ゅ
う
き
ゅ
う
な
ら
び
に
し
ょ
と
う
ず

球
并
諸
島
図
」（
図
１
お
よ
び
図
５
、
以

下
、
都
城
図
と
略
記
）
は
、
二
〇
二
二
年
に
宮
崎
県
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
た
都
城
島
津

家
史
料
の
一
つ
で
あ
る（

１
）。

縦
七
八
・
〇
セ
ン
チ
、
横
五
一
七
・
九
セ
ン
チ
に
お
よ
ぶ
横
長

の
大
型
絵
図
で（

２
）、

ト
カ
ラ
列
島
の
口
之
島
か
ら
与
那
国
島
ま
で
の
琉
球
の
島
々
を
描
い
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
に
も
沖
縄
県
に
よ
る
歴
史
の
道
調
査
事
業
の
な
か
で
一
九
八
八
年
に
調

査
が
な
さ
れ（

３
）、

こ
れ
を
受
け
て
『
琉
球
国
絵
図
史
料
集　

第
三
集
』（［
沖
縄
県
教
育
委
員

会
編
一
九
九
四
］）
で
も
カ
ラ
ー
で
全
図
版
を
掲
載
し
て
い
る
よ
う
に
、
琉
球
史
研
究
に

お
い
て
は
知
名
度
の
高
い
絵
図
と
い
え
よ
う
。

た
だ
、
図
中
に
具
体
的
な
製
作
年
代
を
示
す
情
報
が
無
く
、
し
か
も
関
係
す
る
文
献

史
料
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
絵
図
自
体
の
製
作
経
緯
や
史
料
的
な
性
格
は
判
然
と
し
な

い
。
こ
れ
に
は
、
従
来
の
都
城
図
に
関
す
る
言
説
の
な
か
で
、
一
六
四
九
年
に
江
戸
幕
府

に
提
出
さ
れ
た
正
保
の
琉
球
国
絵
図
（
以
下
、
正
保
図
と
略
記
）
と
の
比
較
検
討
が
先
行

し
て
き
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
正
保
図
の
原
本
は
現
在
、
所
在

不
明
に
な
っ
て
い
る
が
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
る
島
津
家
文
書
の
な
か
に

精
巧
な
写
し
が
残
り
、
こ
れ
を
利
用
し
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
（［
黒
嶋
二
〇
二
三

ｂ
］）。
こ
の
正
保
図
と
都
城
図
と
は
、
記
載
文
字
の
内
容
は
似
通
う
も
の
の
、
描
か
れ
た

島
の
図
形
は
大
き
く
異
な
り
、
埋
め
が
た
い
懸
隔
が
存
在
す
る
た
め
で
あ
る
。

そ
こ
に
、
都
城
図
の
史
料
的
な
性
格
を
考
え
る
う
え
で
大
き
な
手
が
か
り
と
な
る
絵
図

が
登
場
し
た
。
そ
れ
は
、
筆
者
お
よ
び
安
里
進
氏
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
、
個
人
所

蔵
の
寛
永
の
琉
球
国
絵
図
（
以
下
、
寛
永
図
と
略
記
）
で
あ
る
（［
黒
嶋
・
安
里
二
〇
二

〇
］［
同
二
〇
二
二
］）。
描
か
れ
た
島
の
図
形
で
は
都
城
図
と
共
通
項
が
多
い
の
は
正
保

図
で
は
な
く
寛
永
図
で
あ
り
、
正
保
図
で
は
な
く
寛
永
図
と
の
比
較
検
討
を
進
め
る
こ
と

で
、
都
城
図
が
法
量
に
見
合
う
だ
け
の
豊
か
な
歴
史
情
報
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
筆
者
が
都
城
図
に
つ
い
て
間
接
的
に
指
摘
し
て
き
た
論

点
を
再
整
理
す
る
と
と
も
に
、
文
献
史
料
か
ら
若
干
の
知
見
を
加
え
、
都
城
図
の
成
立
事

情
や
史
料
的
性
格
に
つ
い
て
現
在
の
見
通
し
を
述
べ
て
み
た
い
。

　
　

一　

諸
島
図
系
絵
図
の
な
か
の
都
城
図

都
城
図
の
記
載
文
字
は
、
各
島
に
つ
い
て
の
島
名
・
石
高
、
島
内
で
は
間ま

切ぎ
り

（
琉
球
の

広
域
行
政
区
画
）・
村
の
名
称
、
岬
な
ど
の
名
称
に
及
ぶ
ほ
か
、
朱
線
で
航
路
・
陸
路
を

引
き
、
里
程
や
港
湾
の
情
報
な
ど
を
記
入
す
る
。
こ
れ
ら
を
絵
図
中
に
書
き
込
む
特
徴
は

国
絵
図
に
類
似
し
て
お
り
、
絵
図
上
の
空
い
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
に
枠
線
を
引
き
、
そ
の
な

か
に
石
高
の
合
計
を
ま
と
め
て
い
る
部
分
も
、
国
絵
図
の
畾ら

い

紙し

に
相
当
す
る
と
い
え
る
。

記
載
文
字
か
ら
景
観
年
代
を
絞
り
込
む
と
、
都
城
図
に
お
け
る
琉
球
国
内
の
石
高
は
寛

永
の
盛
増
と
呼
ば
れ
る
修
正
後
の
も
の
が
記
さ
れ
て
お
り
、
す
な
わ
ち
一
六
三
五
年
以
降

の
数
字
で
あ
る
。
一
方
で
、
間
切
に
は
沖
縄
本
島
の
本
部
間
切
（
一
六
六
六
年
新
設
）
や

恩
納
間
切
・
小
禄
間
切
（
一
六
七
三
年
新
設
）
な
ど
の
新
設
さ
れ
た
間
切
が
見
ら
れ
な

い
。
以
上
か
ら
都
城
図
の
景
観
年
代
は
、
一
六
三
五
～
六
六
年
の
間
と
な
る
。
ま
た
、
沖

縄
本
島
の
那
覇
で
は
一
八
世
紀
以
降
に
埋
め
立
て
が
進
み
大
き
く
地
形
が
変
わ
っ
て
い
く

が
、
都
城
図
で
は
那
覇
周
辺
を
海
が
取
り
巻
く
浮
島
と
し
て
描
い
て
お
り
、
こ
れ
も
景
観

年
代
を
補
助
す
る
傍
証
と
な
ろ
う
。

記
載
文
字
は
総
計
七
六
三
件
あ
り
、
漢
字
・
カ
タ
カ
ナ
混
じ
り
の
表
記
で
あ
る
。
す
べ

て
同
一
の
筆
跡
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
な
か
に
は
「
仲
寺
」（
正
し
く
は
沖
寺
）
や

「
ア
ヤ
サ
森
」（
正
し
く
は
屋
良
座
森
）
な
ど
の
誤
記
が
あ
り
、
製
作
者
が
琉
球
の
地
理
に

疎
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
彩
色
は
全
般
に
簡
略
で
、
塗
り
の
は
み
出
し
や
ム

ラ
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
既
存
絵
図
の
写
し
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
丁
寧
さ
を
欠
い

た
描
画
・
彩
色
の
徴
証
か
ら
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
骨
董
的
な
関
心
と
い
う
よ
り
は

実
用
的
な
意
図
で
転
写
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
実
用
的
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
製
作
年

史
料
紹
介
と
研
究

黒 

嶋
　
敏

都
城
島
津
邸
所
蔵
「
琉
球
并
諸
島
図
」
に
つ
い
て
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図１　都城図（都城島津邸所蔵、部分、沖縄本島～宮古島周辺）

図２ 沖縄本島部分の比較
上）寛永図（個人蔵、部分、［黒嶋・安里 2020］より）、下）正保図（東京大学史料編纂所所蔵、部分）
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図１　都城図（都城島津邸所蔵、部分、沖縄本島～宮古島周辺）

図３　那覇港部分の比較
右）寛永図（個人蔵、部分、［黒嶋・安里 2020］より）、左）都城図（部分）
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代
も
景
観
年
代
に
引
き
付
け
て
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
た
都
城
図
は
、
い
わ
ゆ
る
孤
本
で
は
な
く
、
同
じ
構
図
を
も
つ
類
例
の
絵
図
が
存
在

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
横
長
の
構
図
に
ト
カ
ラ
列
島
か
ら
与
那
国
島
ま
で
を
納
め
て
描

く
絵
図
で
管
見
に
入
っ
た
も
の
を
、
表
１
と
し
て
ま
と
め
た
。
い
ず
れ
も
那
覇
を
浮
島
と

し
て
描
く
な
ど
各
島
の
形
状
が
近
似
し
て
お
り
、
余
白
部
分
で
畾
紙
の
よ
う
に
石
高
の
合

計
を
記
す
な
ど
、
絵
図
の
特
徴
的
な
表
記
方
法
に
重
な
る
部
分
が
多
い
こ
と
か
ら
、
表
１

の
絵
図
を
仮
に
諸
島
図
系
の
絵
図
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
お
そ
ら
く
諸
島
図
系
絵
図
の
ル

ー
ツ
は
共
通
し
て
お
り
、
そ
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
が
、
転
写
や
縮
小
を
経
な
が
ら
派
生

し
て
い
っ
た
も
の
が
表
１
の
各
絵
図
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
伝
来
先
か
ら
は
、
薩

摩
藩
内
や
琉
球
国
内
に
流
布
し
て
い
っ
た
様
子
も
浮
か
び
上
が
っ
て
こ
よ
う
。
と
り
わ
け

注
目
さ
れ
る
の
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
模
写
「
琉
球
諸
島
図
」
で
あ
る
（
図

４
）。
こ
の
絵
図
は
内
務
省
所
蔵
絵
図
の
模
写
で
あ
り
、
内
務
省
に
は
首
里
城
な
ど
に
収

納
さ
れ
て
い
た
大
量
の
王
府
関
係
史
料
が
琉
球
処
分
後
に
運
び
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
本
絵
図
の
原
本
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
表
１
に
あ
る
東
風

平
安
助
所
蔵
図
も
、
現
在
は
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
が
、
東
風
平
家
は
三
司
官
を
務
め

た
こ
と
も
あ
る
近
世
琉
球
の
有
力
氏
族
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
諸
島
図
系
の
伝
来
状
況
を

も
と
に
、
琉
球
処
分
や
沖
縄
戦
な
ど
の
後
に
当
該
地
域
を
襲
っ
た
社
会
混
乱
を
合
わ
せ
て

考
え
れ
ば
、
近
世
の
琉
球
王
府
や
有
力
者
の
も
と
に
は
、
さ
ら
に
多
く
の
類
似
絵
図
が
伝

来
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
測
で
き
る
。

ま
た
、
都
城
図
以
外
で
は
前
述
の
新
設
間
切
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
簡
便
に
通
覧

で
き
る
実
用
的
な
ベ
ー
ス
マ
ッ
プ
と
し
て
重
宝
さ
れ
、
転
写
の
都
度
、
情
報
を
更
新
し
て

い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

４
）。

転
写
時
に
情
報
を
更
新
し
や
す
い
記
載
文
字
に
対
し
、

島
の
形
状
は
も
と
の
形
状
を
止
め
や
す
い
。
だ
が
転
写
を
繰
り
返
せ
ば
歪
み
は
蓄
積
し
、

図
幅
縮
小
な
ど
の
操
作
が
加
わ
る
と
、
さ
ら
に
歪
み
の
度
合
い
も
大
き
く
な
る
。
諸
島
図

系
の
な
か
で
最
大
の
法
量
を
持
つ
都
城
図
は
、
既
述
の
よ
う
な
描
画
・
彩
色
に
お
け
る
多

少
の
粗
さ
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
縮
尺
の
度
合
い
は
小
さ
い
も
の
と
推
測
で
き
、
記
載

さ
れ
た
文
字
情
報
も
一
六
三
五
～
六
六
年
の
景
観
年
代
を
示
し
て
い
る
。
現
在
判
明
し
て

い
る
諸
島
図
系
絵
図
の
な
か
で
、
都
城
図
が
最
も
古
態
を
残
す
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う（

５
）。

表１　諸島図系一覧

絵図名 所蔵者 法量 体裁 描画範囲 那覇 村形
沖縄
本島

新設
間切

図版掲載物 備考

琉球幷諸島図 都城島津邸 77×
514

折りた
たみ

トカラ～
与那国

浮島 丸形 本琉球 無 ［沖 縄 県 教
委1994］

石高併記。図１

琉球諸島図 東京大学史料編
纂所

45.0×
345.8

巻子 トカラ～
与那国

浮島 丸形 本琉球 有 （史 料 編 纂
所に模写）

石高併記、内務省旧
蔵図の模写。図４

薩琉海路図 鹿児島県立図書
館

38×
289

巻子 トカラ～
与那国

浮島 丸形 本琉球 有 ［平岡2001］
p28～29

石高併記。

（鹿 児 島 琉 球
航路の図）

東風平安助所蔵 不明 不明 不明 浮島 丸形 本琉球 有 ［横山1914］
口絵

部分のみ口絵掲載。東
風平親方所持品と伝
承。現在は所在不明。

琉球明細総図 沖縄県立博物館 53.3×
177.2

折りた
たみ

トカラ～
与那国

浮島 小判形 本琉球 有 ［沖 縄 県 教
委1994］

石高併記、図中に羅
針盤（４方位）

琉球明細総図 国立公文書館内
閣文庫

51×
217

折りた
たみ

トカラ～
与那国

浮島 小判形 本琉球 有 外題「琉球諸嶋図」、
石高併記、図中に羅
針盤（16方位）。

・法量の単位はセンチメートル。ただし、沖縄県立博物館所蔵「琉球明細総図」の法量は検討を要す。
・国立公文書館内閣文庫所蔵「琉球明細総図」は外務省画図掛旧蔵。
・表の「沖縄本島」欄には絵図中の呼称を記した。
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二　

都
城
図
は
国
絵
図
と
言
え
る
の
か

次
に
、
都
城
図
と
国
絵
図
と
の
関
係
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
都
城
図
に
お
け
る
石

高
・
間
切
・
村
や
航
路
・
陸
路
な
ど
の
表
記
方
法
は
、
た
し
か
に
国
絵
図
を
連
想
さ
せ

る
。
そ
こ
で
、
時
期
の
近
い
寛
永
図
・
正
保
図
と
比
較
し
な
が
ら
、
そ
の
相
異
点
を
検
討

し
て
み
よ
う
。

都
城
図
の
記
載
文
字
は
、
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
内
容
は
全

般
的
に
正
保
図
に
類
似
す
る
（［
黒
嶋
・
安
里
二
〇
二
〇
］）。
石
高
や
間
切
名
の
ほ
か
、

港
湾
の
説
明
な
ど
長
文
の
内
容
も
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
か
が
他
方
を
参
照
し
て

い
た
可
能
性
も
あ
る
。

だ
が
本
来
、
国
絵
図
は
江
戸
幕
府
へ
の
提
出
を
目
的
に
製
作
さ
れ
た
絵
図
で
あ
り
、
そ

こ
に
記
さ
れ
た
地
名
・
石
高
は
、
原
則
と
し
て
将
軍
か
ら
発
給
さ
れ
る
領
知
宛
行
状
と
一

致
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
に
問
題
と
な
る
の
が
絵
図
に
お
け
る
沖
縄
本
島

の
表
記
で
あ
り
、
寛
永
図
・
正
保
図
に
記
さ
れ
て
い
る
「
悪
鬼
納
嶋
」
が
、
一
七
世
紀
の

江
戸
幕
府
と
薩
摩
藩
主
島
津
氏
と
の
公
的
関
係
に
お
け
る
沖
縄
本
島
の
正
式
な
呼
称
で
あ

っ
た（

６
）。

し
か
し
都
城
図
で
は
、
沖
縄
本
島
に
「
琉
球
」
と
記
し
、
畾
紙
部
分
で
は
幕
府
│

薩
摩
藩
の
公
的
関
係
に
お
い
て
本
来
は
用
い
な
い
「
本
琉
球
」
と
し
て
い
る
。
幕
藩
制
に

お
け
る
封
建
的
な
主
従
関
係
の
な
か
で
の
島
名
呼
称
に
準
拠
し
て
い
な
い
都
城
図
は
、
幕

府
へ
の
提
出
を
念
頭
に
置
い
た
公
的
な
絵
図
や
そ
の
写
し
で
あ
る
と
は
見
做
し
が
た
い
。

ほ
か
に
も
、
村
型
（
正
保
図
は
楕
円
、
都
城
図
は
丸
型
）、
一
里
塚
（
正
保
図
は
黒
丸
、

都
城
図
は
記
載
な
し
）
な
ど
で
、
都
城
図
は
正
保
図
製
作
時
の
幕
府
通
達
か
ら
逸
脱
し
て

い
る
点
が
随
所
に
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
都
城
図
は
、
た
し
か
に
国
絵
図
の
表
現
方
法
に

類
似
す
る
も
の
の
、
幕
府
に
提
出
す
る
絵
図
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
薩
摩
藩
や
琉
球
王

国
内
で
の
使
用
に
力
点
を
置
い
て
い
た
絵
図
と
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
記
載
文
字
が
似
通
う
正
保
図
と
の
間
に
も
、
描
画
の
面
で
は
相
当
の
懸
隔
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
く
（
図
１
お
よ
び
図
２
下
）。
ま
ず
構
図
か
ら
見
る
と
、
正
保
図
で
は
薩

摩
国
絵
図
に
組
み
込
ん
で
い
る
ト
カ
ラ
列
島
を
、
都
城
図
は
琉
球
と
一
つ
の
絵
図
に
ま
と

め
る
点
は
大
き
く
異
な
る
。
さ
ら
に
は
、
描
か
れ
た
島
の
形
や
海
岸
線
も
、
両
者
は
相
違

図４　「琉球諸島図」（東京大学史料編纂所所蔵、［模写 - 波 -185］、部分、沖縄本島～宮古島周辺）
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派
遣
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
が
新
規
に
測
量
を
行
っ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
沿
岸

の
岩
ま
で
詳
細
に
描
く
正
保
図
と
、
全
般
的
に
簡
略
で
単
調
な
海
岸
線
に
な
る
都
城
図
と

の
間
に
、
直
接
的
な
継
承
関
係
を
見
出
せ
な
い
。

正
保
図
に
比
べ
る
と
、
多
く
の
共
通
項
を
持
つ
の
が
、
同
様
に
ト
カ
ラ
列
島
ま
で
を
含

む
構
図
で
描
く
寛
永
図
で
あ
る
。
双
方
の
島
の
形
を
重
ね
合
わ
せ
た
安
里
氏
は
、
都
城
図

に
お
け
る
「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
石
垣
島
の
図
形
は
「
寛
永
図
」
と
の
一
致
度
が
比
較

的
高
い
」
と
評
価
し
て
い
る
（［
黒
嶋
・
安
里
二
〇
二
二
］
一
九
頁
）。
残
る
沖
縄
本
島
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
そ
れ
以
外
の
島
の
形
状
は
「
一
致
度
が
高
い
」
寛
永
図
と
の
比

較
が
、
都
城
図
の
検
討
で
は
大
き
な
手
が
か
り
に
な
っ
て
こ
よ
う
。

都
城
図
と
寛
永
図
の
近
似
性
は
、
両
図
の
法
量
か
ら
も
指
摘
し
う
る
。
寛
永
図
は
ト
カ

ラ
列
島
か
ら
与
那
国
島
ま
で
を
三
鋪
に
分
け
、
ト
カ
ラ
・
奄
美
諸
島
部
分
が
縦
七
三
×
横

二
七
九
・
五
、
沖
縄
本
島
部
分
が
縦
一
一
〇
×
横
一
三
八
・
五
、
宮
古
・
八
重
山
諸
島
部

分
が
縦
七
三
×
二
三
〇
・
五
と
な
る
（
い
ず
れ
も
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。
一
方
の

都
城
図
の
法
量
は
全
一
鋪
で
縦
七
八
×
横
五
一
七
・
九
セ
ン
チ
と
な
り
、
縦
幅
は
寛
永
図

の
ト
カ
ラ
・
奄
美
諸
島
部
分
と
宮
古
・
八
重
山
諸
島
部
分
に
近
い
。
都
城
図
の
横
幅
は
寛

永
図
三
鋪
の
合
計
六
四
八
・
五
セ
ン
チ
と
は
開
き
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
都
城
図
が
島
と
島

と
の
間
隔
を
詰
め
て
描
い
た
た
め
の
差
で
あ
ろ
う
（
図
５
）。
と
く
に
沖
縄
本
島
西
部
に

あ
る
慶
良
間
諸
島
・
久
米
島
の
間
隔
は
狭
く
窮
屈
な
印
象
を
与
え
る
が
、
当
該
部
分
は
寛

永
図
だ
と
縦
の
図
幅
が
一
一
〇
セ
ン
チ
あ
り
、
こ
れ
を
無
理
に
七
〇
セ
ン
チ
程
度
に
納
め

る
た
め
に
海
上
距
離
を
犠
牲
に
し
た
結
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（［
黒
嶋
・
安
里
二
〇
二

〇
］）。
さ
ら
に
は
都
城
図
が
一
鋪
の
絵
図
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ト
カ
ラ
・
奄
美
諸

島
、
沖
縄
本
島
、
宮
古
・
八
重
山
諸
島
に
相
応
す
る
よ
う
に
三
カ
所
に
畾
紙
を
設
定
し
、

沖
縄
本
島
と
宮
古
・
八
重
山
諸
島
の
そ
れ
ぞ
れ
に
東
西
南
北
の
方
角
を
記
す
の
も
、
も
と

は
三
鋪
の
絵
図
を
編
集
し
て
一
鋪
に
仕
立
て
直
し
た
痕
跡
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
類
似
す
る
要
素
に
注
意
す
る
と
、
都
城
図
の
ル
ー
ツ
と
な
る
三
鋪
分
割
の
絵

図
と
寛
永
図
の
ル
ー
ツ
と
な
る
絵
図
と
は
、
共
通
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
両
図
の
祖

先
と
も
い
う
べ
き
共
通
す
る
絵
図
を
、
仮
に
「
祖
寛
永
図
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
た

だ
し
、「
祖
寛
永
図
」
か
ら
都
城
図
に
至
る
た
め
に
は
、
三
鋪
を
一
鋪
に
仕
立
て
直
し
、

し
て
い
る
。
と
く
に
都
城
図
で
は

那
覇
を
浮
島
と
し
て
描
い
て
い
る

よ
う
に
（
図
３
）、
正
保
図
と
は

地
形
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、「
ど

う
も
別
系
統
の
絵
図
と
し
て
作
成

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
」
と
す
る
指
摘
が
こ
れ
ま
で
に

も
見
ら
れ
た
（［
沖
縄
県
教
育
委

員
会
一
九
九
四
］
六
七
頁
、
津
波

清
氏
執
筆
）。
近
年
、
安
里
進
氏

は
、
都
城
図
と
正
保
図
そ
れ
ぞ
れ

の
島
の
形
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と

で
精
緻
な
比
較
を
行
い
、「
諸
島

図
系
と
「
正
保
図
」
に
お
け
る
図

形
の
違
い
は
一
目
瞭
然
で
、
沖
縄

島
に
つ
い
て
は
「
断
絶
」
と
呼
べ

る
ほ
ど
の
違
い
が
あ
る
。
こ
の
断

絶
は
、「
正
保
図
」
が
実
際
の
沖

縄
島
の
図
形
に
近
い
こ
と
を
考
え

る
と
、
新
た
な
測
量
デ
ー
タ
に
も

と
づ
い
て
沖
縄
島
の
絵
図
が
作
製

さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
」

と
す
る
（［
黒
嶋
・
安
里
二
〇
二

二
］
一
九
頁
）。
別
稿
（［
黒
嶋
二

〇
二
三
ｂ
］）
で
も
述
べ
た
よ
う

に
、
正
保
図
の
製
作
に
あ
た
っ
て

は
絵
図
元
に
な
っ
た
薩
摩
藩
か
ら

絵
師
や
測
量
の
技
術
者
が
現
地
に

図５　都城図（都城島津邸所蔵）
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る
「
祖
寛
永
図
」
は
そ
れ
以
前
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
当
時
の
政
治
状
況
か

ら
、
そ
こ
に
は
琉
球
に
強
い
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
た
薩
摩
藩
が
関
与
し
た
可
能
性
が
高

い
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
以
下
に
掲
げ
る
二
つ
の
史
料
は
、
薩
摩
藩
に
よ
る
琉
球
絵
図

徴
収
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

ま
ず
一
六
三
三
年
八
月
、
薩
摩
藩
の
鹿
児
島
家
老
が
琉
球
に
宛
て
て
、
次
の
指
示
を
出

し
た
。

　

一
、
琉
球
諸
嶋
絵
図
幷
道
の
り
・
高
付
之
事
、
付
、
鷹
之
巣
見
立
可
被
申
上
事（

８
）

じ
つ
は
当
時
、
幕
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
国
廻
り
上
使
が
薩
摩
藩
領
に
滞
在
し
て
お
り
、

こ
の
上
使
の
派
遣
目
的
の
一
つ
に
、
巡
検
先
の
国
絵
図
収
集
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
（［
川
村
二
〇
一
三
］）。
薩
摩
藩
家
老
の
指
示
に
あ
る
「
道
の
り
」（
交
通
情
報
）・「
高

付
」（
石
高
明
細
）
と
い
う
特
徴
は
、
江
戸
に
戻
っ
た
国
廻
り
上
使
が
幕
府
に
提
出
し
た

国
絵
図
の
特
徴
と
重
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
製
作
と
薩
摩
藩
へ
の
提
出
を
命
じ
ら
れ
た

「
琉
球
諸
嶋
絵
図
」
も
ま
た
、
幕
府
に
よ
る
絵
図
徴
収
事
業
と
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
可

能
性
が
あ
る
。

そ
れ
か
ら
六
年
後
の
一
六
三
九
年
七
月
、
薩
摩
藩
の
使
者
と
し
て
琉
球
に
滞
在
し
て
い

た
伊
東
祐
昌
は
、
帰
国
時
の
復
命
書
に
相
当
す
る
文
書
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
報
告
し

て
い
る
。

　

�

一
、
琉
球
嶋
々
不
残
見
廻
申
候
而
、
絵
図
細
ニ
仕
置
候
、
前
琉
球
よ
り
参
候
絵
図
ニ

少
替
申
候
事（

９
）、

こ
こ
に
い
う
「
前
琉
球
よ
り
参
候
絵
図
」
と
は
、
時
期
的
な
近
さ
か
ら
、
一
六
三
三
年

に
薩
摩
藩
が
製
作
を
命
じ
た
「
琉
球
諸
嶋
絵
図
」
を
指
す
可
能
性
が
高
い
。
琉
球
に
赴
い

て
現
地
の
「
見
廻
」
を
し
た
祐
昌
は
、
そ
の
経
験
か
ら
「
琉
球
諸
嶋
絵
図
」
を
補
正
し
修

正
版
を
製
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
修
正
版
を
仮
に
「
祐
昌
図
」
と
呼
び
た
い
。

で
は
、
祐
昌
は
「
琉
球
諸
嶋
絵
図
」
の
ど
の
部
分
を
補
正
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ

を
考
え
る
材
料
と
し
て
、
祐
昌
の
復
命
書
と
対
に
な
る
、「
肥
後
守
祐
昌
様
琉
球
御
渡
海

日
記
」（
以
下
、
渡
海
日
記
と
略
記
）
が
あ
る（

（1
（

。
渡
海
日
記
は
一
六
三
八
年
一
〇
月
に
鹿

児
島
を
出
発
し
て
か
ら
翌
年
四
月
に
帰
国
す
る
ま
で
、
琉
球
下
向
中
の
祐
昌
の
行
動
を
一

日
も
欠
か
さ
ず
に
記
録
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
彼
の
「
見
廻
」
の
訪
問
先
も
復
元
し
う

後
述
す
る
沖
縄
本
島
部
分
の
修
正

と
い
う
編
集
作
業
を
想
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
転
写
の

精
度
か
ら
す
る
と
、
都
城
図
の
製

作
時
に
は
こ
の
編
集
作
業
は
終
わ

っ
て
い
た
、
す
な
わ
ち
「
原
都
城

図
」
が
編
集
済
み
の
絵
図
だ
っ
た

と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

同
じ
「
祖
寛
永
図
」
か
ら
派
生
し

な
が
ら
、
寛
永
図
は
沖
縄
本
島
を

「
悪
鬼
納
嶋
」
と
表
記
す
る
国
絵

図
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
っ
た
の
に

対
し
、
そ
れ
と
は
別
の
論
理
に
よ

っ
て
一
鋪
の
絵
図
に
な
っ
て
沖
縄

本
島
を
「
本
琉
球
」
と
表
記
す
る

「
原
都
城
図
」
が
成
立
し
、
さ
ら

に
都
城
図
に
転
写
さ
れ
た
も
の
と

推
測
で
き
る
の
で
あ
る（

７
）。

　
　

三　

文
献
史
料
か
ら

か
つ
て
の
筆
者
の
検
討
で
は
、

寛
永
図
の
記
載
文
字
か
ら
景
観
年

代
を
絞
り
込
ん
で
い
く
と
、
一
六

三
九
年
頃
か
ら
一
六
四
五
年
の

間
に
求
め
ら
れ
る
と
し
た
（［
黒

嶋
・
安
里
二
〇
二
〇
］）。
寛
永
図

は
編
集
段
階
の
下
図
で
あ
り
、
そ

の
原
図
や
、
さ
ら
に
ル
ー
ツ
と
な

図５　都城図（都城島津邸所蔵）
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る
。
祐
昌
は
一
六
三
八
年
一
〇
月
二
七
日
に
那
覇
に
入
港
し
て
か
ら
翌
年
三
月
一
五
日

に
運
天
を
出
港
す
る
ま
で
、
船
中
を
除
け
ば
基
本
的
に
沖
縄
本
島
に
滞
在
し
て
い
る
。
し

か
も
彼
は
往
路
・
復
路
と
も
、
徳
之
島
│
沖
縄
本
島
の
間
は
海
路
を
直
行
し
て
途
中
で
下

船
し
て
お
ら
ず
、
徳
之
島
以
北
は
復
命
書
の
な
か
で
「
道
嶋
」
と
呼
び
区
別
し
て
い
る
た

め
、
祐
昌
が
「
見
廻
」
を
し
た
「
琉
球
嶋
々
」
と
は
、
沖
縄
本
島
お
よ
び
そ
こ
か
ら
視
認

で
き
る
周
辺
島
嶼
に
限
ら
れ
る
。

彼
の
沖
縄
本
島
内
の
訪
問
先
の
う
ち
、
主
な
地
名
を
図
示
し
た
も
の
が
図
６
で
あ
る
。

祐
昌
は
、
薩
摩
藩
の
仮
屋
が
置
か
れ
た
那
覇
に
拠
点
を
置
き
、
王
府
の
あ
る
首
里
と
の
間

を
頻
繁
に
往
復
す
る
だ
け
で
な
く
、
那
覇
近
郊
の
牧
港
・
泊
・
豊
見
城
・
垣
花
・
小
禄
な

ど
に
も
日
常
的
に
赴
い
て
い
る
。
時
に
は
遠
出
を
し
て
、
読
谷
で
漂
着
し
た
南
蛮
人
を
実

見
し
（
渡
海
日
記
、
一
六
三
八
年
一
二
月
二
日
〜
四
日
条
）、
勝
連
城
を
見
物
し
た
帰
り

に
は
越
来
・
金
武
ま
で
足
を
延
ば
し
た
（
一
六
三
九
年
一
月
一
四
日
〜
一
八
日
条
）。
帰

国
時
に
は
那
覇
か
ら
出
航
せ
ず
、
陸
路
を
北
上
し
て
北
谷
・
恩
納
を
経
て
運
天
に
向
か

い
、
運
天
で
風
待
ち
を
し
て
い
る
間
に
も
辺
戸
岬
ま
で
船
で
見
物
し
て
い
る
（
一
六
三

九
年
二
月
一
一
日
〜
二
五
日
条
）。
こ
う
し
た
祐
昌
の
精
力
的
な
動
き
は
、
ま
さ
に
「
見

廻
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
実
際
に
歩
き
目
に
し
た
知
見
を
も
と
に
「
琉
球
諸
嶋
絵
図
」

を
修
正
し
、
あ
ら
た
め
て
「
祐
昌
図
」
を
製
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
こ
で
検
討
し
た
い
の
が
、
本
稿
の
対
象
と
す
る
都
城
図
と
寛
永
図
と
に
お
け

る
沖
縄
本
島
部
分
の
相
違
箇
所
で
あ
る
（
図
１
お
よ
び
図
２
上
）。
両
図
の
沖
縄
本
島
部

分
の
形
状
は
全
体
的
に
は
類
似
す
る
も
の
の
、
那
覇
港
や
崎
原
・
小
禄
周
辺
の
部
分
で

大
き
く
相
違
す
る
こ
と
か
ら
、
安
里
氏
は
、
都
城
図
が
「「
寛
永
図
」
を
直
接
模
写
し
た

場
合
に
生
じ
得
な
い
」
レ
ベ
ル
の
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
（［
黒
嶋
・

安
里
二
〇
二
二
］
二
〇
頁
）。
さ
ら
に
詳
し
く
寛
永
図
の
沖
縄
本
島
の
形
状
と
見
比
べ
る

と
、
他
に
も
都
城
図
で
は
豊
見
城
間
切
の
位
置
が
変
わ
り
、
那
覇
港
東
部
の
豊
見
城
付
近

の
入
り
江
が
拡
大
し
て
い
る
（
図
３
）。
こ
れ
以
外
の
場
所
で
は
、
北
谷
の
白
比
川
河
口

の
入
り
江
が
干
潟
に
な
り
、
東
海
岸
で
は
勝
連
半
島
の
先
端
部
や
越
来
周
辺
の
海
岸
線
、

西
海
岸
で
は
恩
納
周
辺
と
運
天
周
辺
の
海
岸
線
な
ど
が
異
な
る
。
沖
縄
本
島
北
東
部
の
複

雑
な
海
岸
線
は
両
図
で
類
似
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
箇
所
で
は
顕
著
に

相
違
が
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
転
写
に
よ
る
歪
み
の
蓄
積
に
起
因
す
る
と
い
う
よ
り

は
、
意
図
的
な
改
変
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
れ
ら
の
改
変
箇
所
は
、
い
ず
れ
も
渡
海
日
記
に
記
さ
れ

て
い
る
伊
東
祐
昌
が
現
地
で
踏
破
し
た
地
点
と
一
致
す
る
。
既
述
の
よ
う
に
都
城
図
に
は

「
原
都
城
図
」
が
存
在
し
、
そ
の
段
階
ま
で
に
一
鋪
に
編
集
さ
れ
、
す
で
に
沖
縄
本
島
部

分
も
改
変
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
祐
昌
の
足
跡
と
重
な
る
状
況
証
拠

か
ら
、
こ
の
「
原
都
城
図
」
も
し
く
は
そ
の
原
図
と
、
一
六
三
九
年
に
祐
昌
が
沖
縄
本
島

部
分
を
修
正
し
薩
摩
藩
に
提
出
し
た
「
祐
昌
図
」
と
は
、
近
い
関
係
に
あ
っ
た
と
推
測
す

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、「
原
都
城
図
」
と
「
祐
昌
図
」
と
が
近
い
関
係
に
あ
る
と
い
う
推
測
が
成
り

立
つ
と
き
、
前
章
で
措
定
し
た
「
原
都
城
図
」
の
ル
ー
ツ
と
な
る
「
祖
寛
永
図
」
と
、

図６　沖縄本島における伊東祐昌の足跡
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「
祐
昌
図
」
の
原
図
と
な
っ
た
「
琉
球
諸
嶋
絵
図
」
と
も
ま
た
、
同
様
に
近
し
い
関
係
に

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
以
上
を
図
示
す
る
と
図
７
の
よ
う
に
な
る
。
次
な
る
課
題
と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
距
離
感
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
と
は
い
え
「
原
都
城
図
」
も
「
祖
寛

永
図
」
も
、
都
城
図
と
寛
永
図
と
の
関
係
性
を
理
解
す
る
た
め
に
筆
者
が
措
定
し
た
概
念

で
あ
る
の
で
、
こ
れ
が
史
料
上
の
「
琉
球
諸
嶋
絵
図
」
や
「
祐
昌
図
」
と
同
一
で
あ
る

か
否
か
を
論
じ
て
も
建
設
的
な
意
義
は
乏
し
い
。
む
し
ろ
こ
こ
で
は
、「
原
都
城
図
」
は

「
祐
昌
図
」
と
、「
祖
寛
永
図
」
は
「
琉
球
諸
嶋
絵
図
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
近
い
関
係
に
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
推
定
で
き
れ
ば
十
分
で
あ
る
。

　
　

お
わ
り
に

本
稿
で
は
都
城
図
の
内
容
と
成
立
事
情
に
つ
い
て
、
さ
さ
や
か
な
検
討
を
試
み
て
き

た
。
推
測
に
頼
っ
た
部
分
も
少
な
く
な
い
が
、
都
城
図
の
原
図
（「
原
都
城
図
」）
は
、
一

六
三
九
年
に
伊
東
祐
昌
が
沖
縄
本
島
部
分
を
修
正
し
て
製
作
し
た
絵
図
と
、
き
わ
め
て
近

い
関
係
に
あ
る
と
い
う
見
通
し
を
得
た
。
こ
の
見
通
し
は
、
同
図
の
景
観
年
代
（
一
六
三

五
～
六
六
年
の
間
）
と
も
整
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
都
城
図
と
寛
永
図
と
の
図
形

的
な
一
致
か
ら
措
定
さ
れ
た
「
祖
寛
永
図
」
も
、
一
六
三
三
年
に
薩
摩
藩
が
琉
球
に
提
出

を
命
じ
た
「
琉
球
諸
嶋
絵
図
」
と
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
た
。
都
城
図
の
外

題
に
あ
る
「
琉
球
并
諸
島
図
」
と
い
う
名
称
は
、
ル
ー
ツ
が
「
琉
球
諸
嶋
絵
図
」
に
あ
っ

た
こ
と
の
か
す
か
な
痕
跡
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ
を
重
視
す
れ
ば
本
稿
が
措
定
し

た
「
祖
寛
永
図
」
と
い
う
名
称
も
、
あ
る
い
は
「
祖
諸
島
図
」
と
改
め
た
方
が
適
切
で
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
都
城
図
は
、
一
六
三
〇
年
代
に
薩
摩
藩
が
琉
球
か
ら
徴
収
し
た
絵
図
を

ル
ー
ツ
と
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
一
六
四
四
年
か
ら
製
作
を
始
め
る
正
保
図
に
結
実

し
て
い
く
琉
球
周
辺
の
地
理
情
報
が
、
そ
れ
以
前
に
ど
の
よ
う
に
蓄
積
・
継
承
さ
れ
て
い

た
の
か
を
考
え
る
素
材
と
し
て
も
、
都
城
図
が
貴
重
な
絵
図
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

都
城
図
の
中
に
は
、
ま
だ
多
く
の
歴
史
情
報
が
眠
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
そ
の
さ
ら
な
る

分
析
の
た
め
に
、
新
た
に
「
都
城
島
津
邸
所
蔵
「
琉
球
并
諸
島
図
」
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
」
を
構
築
し
、「
正
保
琉
球
国
絵
図
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」（https://w

w
w

.hi.u-
tokyo.ac.jp/collection/digitalgallery/ryukyu/

）
の
な
か
の
一
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し

て
、
二
〇
二
三
年
八
月
よ
り
公
開
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
で
は
、

都
城
図
の
高
精
細
画
像
を
閲
覧
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
記
載
文
字
の
テ
キ
ス
ト
検
索
な
ど

の
機
能
を
搭
載
し
て
い
る
。
新
た
な
研
究
基
盤
を
活
用
し
、
都
城
図
の
分
析
視
角
が
さ
ら

に
多
様
化
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
擱
筆
し
た
い
。

註
釈

（
１
）
都
城
島
津
邸
で
の
登
録
名
称
は
「
琉
球
諸
島
絵
図
」（
請
求
記
号
：
Ｉ
Ｄ
〇
〇
〇
八
五
）
で
あ

琉球諸嶋絵図
（1633年）

祐昌図
（1639年）

原都城図
（もしくはその原図）

都城図
（1635～66年）

寛永図
（1633～45年）

修正

祖寛永図

原寛永図

転写 転写

近い関係

近い関係

図７　都城図と周辺絵図の関係
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る
が
、
絵
図
の
外
題
で
は
「
琉
球
并
諸
島
図
」
と
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
こ
の
名
称
に
拠
っ
た
。

（
２
）
こ
の
法
量
は
、
都
城
島
津
邸
が
二
〇
一
八
年
度
に
行
っ
た
同
図
の
修
理
後
の
も
の
で
あ
る
。

（
３
）
沖
縄
県
教
育
委
員
会
編
『
沖
縄
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
Ⅵ
│
国
頭
方
東
海
道
・
他
』、
一
九

八
九
年
、
七
～
一
四
頁
。
こ
の
部
分
の
執
筆
者
で
あ
る
名
嘉
正
八
郎
氏
は
、
都
城
図
と
元
禄
の

琉
球
国
絵
図
に
つ
い
て
比
較
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

（
４
）
こ
の
他
に
「
銅
鐫
琉
球
国
全
島
図
」（
一
八
七
四
年
）
も
、
ト
カ
ラ
諸
島
か
ら
八
重
山
諸
島
ま

で
の
描
画
範
囲
や
島
の
形
状
の
類
似
性
か
ら
、
諸
島
図
系
の
絵
図
を
下
敷
き
に
し
た
可
能
性
が

高
い
（［
黒
嶋
二
〇
二
三
ａ
］）。

（
５
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
琉
球
諸
島
図
」
の
原
本
に
あ
た
る
、
内
務
省
所
蔵
絵
図
は
現

在
の
所
在
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
内
務
省
所
蔵
の
琉
球
関
係
史
料
は
一
九
二
三
年
の
関
東
大

震
災
で
焼
失
し
て
お
り
［
黒
嶋
二
〇
一
六
］、
お
そ
ら
く
は
本
絵
図
の
原
本
も
運
命
を
共
に
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
６
）
正
保
図
と
と
も
に
、
薩
摩
藩
が
将
軍
か
ら
拝
領
し
た
土
地
の
石
高
明
細
を
記
し
た
郷
帳
が
幕

府
に
提
出
さ
れ
て
い
る
（
正
保
郷
帳
）。
こ
の
正
保
郷
帳
は
伝
来
し
て
い
な
い
が
、
正
保
郷
帳
を

手
直
し
し
た
も
の
と
さ
れ
る
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
の
「
琉
球
国
郷
帳
」（『
続
々
群
書
類
従
』

九
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
沖
縄
本
島
は
「
悪
鬼
納
嶋
」
と
記
さ
れ
る
。
な
お
、
元
禄
国
絵
図
以
降
、

幕
府
│
薩
摩
藩
の
公
的
関
係
に
お
け
る
沖
縄
本
島
の
表
記
は
「
沖
縄
島
」
に
な
る
。

（
７
）
こ
れ
に
関
連
し
て
、
以
前
の
拙
稿
で
は
、「
こ
の
寛
永
図
か
ら
派
生
し
た
絵
図
と
想
定
さ
れ
る

「
琉
球
并
諸
島
図
」（
以
下
、
諸
島
図
）
が
あ
る
」
と
記
し
た
が
（［
黒
嶋
二
〇
二
三
ｂ
］
六
八

頁
）、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
当
該
部
分
を
「
こ
の
寛
永
図
と

共
通
す
る
ル
ー
ツ
か
ら
派
生
し
た
絵
図
と
想
定
さ
れ
る
「
琉
球
并
諸
島
図
」（
以
下
、
諸
島
図
）

が
あ
る
」
と
訂
正
し
た
い
。

（
８
）
寛
永
一
〇
年
（
一
六
三
三
）
八
月
一
〇
日
付
け
、
島
津
久
元
ら
連
署
状
（『
鹿
児
島
県
史
料　

旧
記
雑
録
後
編
』
五
│
六
三
八
号
）。

（
９
）（
寛
永
一
六
・
一
六
三
六
年
）
七
月
二
〇
日
付
け
、
伊
東
祐
昌
条
書
写
（『
鹿
児
島
県
史
料　

旧
記
雑
録
後
編
』
六
│
四
〇
号
、
な
お
文
書
原
本
は
宮
崎
県
総
合
博
物
館
所
蔵
「
伊
勢
文
書
」

に
現
存
し
て
い
る
）。

（
10
）「
肥
後
守
祐
昌
様
琉
球
御
渡
海
日
記
」（「
木
脇
文
書
」
所
収
）
の
翻
刻
と
解
説
は
［
石
井
二
〇

一
八
］
を
参
照
。
ま
た
、
同
史
料
を
用
い
て
伊
東
祐
昌
ら
往
復
の
航
路
を
検
討
し
た
も
の
に
、

［
渡
辺
二
〇
二
一
］
が
あ
る
。

【
参
考
文
献
】

石
井
正
敏　

二
〇
一
八
年
「
史
料
紹
介
『
肥
後
守
祐
昌
様
琉
球
御
渡
海
日
記
』」（『
石
井
正
敏
著
作

集
』
四
、
勉
誠
出
版
、
初
出
一
九
八
六
年
）

沖
縄
県
教
育
委
員
会
編　

一
九
九
四
年
『
琉
球
国
絵
図
史
料
集　

第
三
集
』
沖
縄
県
教
育
委
員
会

川
村
博
忠　

二
〇
一
三
年
『
江
戸
幕
府
撰
日
本
総
図
の
研
究
』
古
今
書
院

黒
嶋
敏　

二
〇
一
六
年
「
影
写
本
「
旧
琉
球
藩
評
定
所
書
類
」
に
つ
い
て
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
一
般
共
同
研
究
「
琉
球
王
府
発
給
文
書
の
基
礎
的
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
『
琉
球
王
府
発
給

文
書
の
基
礎
的
研
究
』
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
一
般
共
同
研
究
「
琉
球
王
府
発
給
文
書
の
基
礎
的

研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

黒
嶋
敏　

二
〇
二
三
年
ａ
「
前
近
代
の
日
琉
航
路
覚
書
」『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
三
三

黒
嶋
敏　

二
〇
二
三
年
ｂ
「
正
保
琉
球
国
絵
図
を
読
み
解
く
」『
琉
球
沖
縄
歴
史
』
五
（
掲
載
予
定
）

黒
嶋
敏
・
安
里
進　

二
〇
二
〇
年
「「
寛
永
の
琉
球
国
絵
図
」
に
つ
い
て
」『
首
里
城
研
究
』
二
二

黒
嶋
敏
・
安
里
進　

二
〇
二
二
年
「「
寛
永
の
琉
球
国
絵
図
」
に
つ
い
て
（
補
論
）」『
首
里
城
研
究
』

二
四

平
岡
昭
利　

二
〇
〇
一
年
「
琉
球
に
関
す
る
古
地
図
資
料
」『
下
関
市
立
大
学
論
集
』
四
四
（
三
）

横
山
健
堂　

一
九
一
四
年
『
薩
摩
と
琉
球
』
中
央
書
院

渡
辺
美
季　

二
〇
二
一
年
「『
琉
球
国
図
』
の
薩
琉
航
路
│
『
琉
球
御
渡
海
日
記
』
か
ら
考
え
る
│
」

『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
二
二
三

【
付
記
】
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、「
琉
球
并
諸
島
図
」
の
所
蔵
者
で
あ
る
都
城
島
津
邸
お
よ
び
関

係
者
の
皆
様
に
は
、
調
査
・
撮
影
な
ら
び
に
図
版
掲
載
・
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
公
開
な
ど
に
ご
理

解
を
い
た
だ
き
、
多
岐
に
渡
る
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
都
城
図
の
写
真
整
形
で
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
書
史
料
保
存
技
術
室
の
高
山
さ
や
か
氏
に
ご

担
当
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
稿
は
、
以
下
の
各
種
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
成
果
で
す
。
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
一

八
Ｈ
〇
〇
六
九
八
・
二
一
Ｋ
一
八
〇
一
四
）、
鹿
島
学
術
振
興
財
団
研
究
助
成
「
正
保
琉
球
国
絵
図

の
研
究
資
源
化
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
」、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
21
世
紀
財
団
ア
ジ
ア
歴
史
研
究
助
成

「
前
近
代
の
那
覇
港
に
お
け
る
航
路
と
聖
地
」、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー

「
琉
球
諸
島
図
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
い
ず
れ
も
研
究
代
表
者
・
黒
嶋
敏
）。


